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At a time when the global economic crisis dominates the news, the world needs to be reminded that not everyone 
works in offices and factories. The crisis is stalking the small-scale farms of the world too, where 70 percent of the 
world’s hungry live and work. 

The situation in rural areas in developing countries is dire, coming in the wake of the surge in food and fuel prices 
in 2007–2008. This second crisis is hitting the poor while they are down. Money sent home from relatives working 
in the city or abroad has declined as unemployment bites. In small agricultural villages, the poor have already 
exhausted their savings to buy food.  

The global economic crisis dominates the news and dominates government agendas. Trillions of dollars are being 
spent to resuscitate wealthy economies, but who will bail out the poor? 

This paper explores how the economic crisis is affecting developing countries, how they can protect the most 
vulnerable from hunger and how investment could shockproof the agriculture sector against future crises and even 
enable poor farmers to profit from higher food prices. This is not the world’s first recession. There are lessons to be 
learned from how countries defended food security during past shocks in order to be better prepared for tomorrow. 

Food crisis and financial crisis 
The FAO food price index rose, on average, by 52 percent from mid-2007 to mid-2008. The number of hungry in 
the world increased by 75 million in 2007. Then, in July 2008, food prices began to decline. The downward trend 
should not be interpreted as the end of the food crisis. Global cereal prices are still more than 63 percent higher 
than they were in 2005, according to the International Monetary Fund. The same factors that caused the food crisis 
in the first place are still present: 

• Agricultural productivity is low. 
• The population growth rate is still high in many of the most food insecure countries.  
• Water availability and land tenure are significant problems. 
• The frequency of floods and droughts is above long-term averages. 
• Investments in agricultural research and development are much lower than what is recommended by 

experts and are not directed toward the most important crops for the poor. 

After the food price crisis came the global economic slump. Because the slump led to reduced wages and 
employment, the poor are now facing two simultaneous crises.  

To make matters worse, many of the coping mechanisms used by the poor to deal with the food crisis have already 
reached their limits. For example, selling assets to moderate a fall in consumption is now difficult because many 
assets have already been sold. Migration is more difficult because the developed countries are facing their own 
slump. Borrowing to finance consumption is hampered by tighter credit markets. 

A slowdown in foreign direct investment and declining exports of primary commodities are expected to increase 
unemployment in poor countries. The economic outlook of the rich countries is such that development support and 
humanitarian assistance are expected to decline. 

In 2008, officially recorded remittances accounted for around US$300 billion, or two percent of the Gross Domestic 
Product of developing countries as a group, according to the World Bank. The economic slowdown, particularly in 
the construction and manufacturing sectors – traditionally major employers of immigrant workers – means a sharp 
decline in remittances sent home to poor families in both rural and urban settings. 

Protecting the most vulnerable 
Apart from longer-term development assistance to agriculture, which will be examined below, it is clear that the 
most vulnerable members of society need help now. The following review of public policy interventions illustrates 
that even in times of crisis, people can be saved from the worst effects of hunger and malnutrition. 

• The first step in reaching the hungry is to know their identity, location and situation. Food price monitoring 
helps governments to keep tabs on hunger hotspots both within countries and communities. Safety nets 
can then catch the most vulnerable. Options include food distribution programmes, cash transfer schemes, 
various feeding programmes and employment schemes. 

  

　世界経済危機がニュースを席巻する今、国際社会はあらためて企業や工場で働く人々がすべてではないことを思い起こす必要
があります。地球上の飢餓人口の 7割が生活し、働く世界各地の小規模農村にも危機は忍び寄っています。 

　開発途上国の農村地域は、2007 年から 2008 年にかけて起きた食料・燃料価格の高騰の影響を受け、悲惨な状況となってい
ます。食料・燃料価格はその後低下したものの、第 2 の危機が貧困層を襲っています。失業率が上昇し、都市部や外国で働く家
族からの仕送りが減少しています。小さな農村では、食料を買うための蓄えがすでに底をついている貧困家庭もあります。 
 
　ニュースは世界経済危機を大きく取り上げ、各国政府もこの問題に集中的に対応しています。富裕国の経済の立て直しには何
兆ドルもの資金がつぎ込まれています。しかし、貧困者の救済はいったい誰がするのでしょうか。 

　この資料では、経済危機が途上国にどのような影響を与えているのか、最も弱い立場の人々を飢餓からどう守るのか、そして
農業を将来の危機から守り、貧困農家が食料価格上昇の恩恵を受けられるようにするために投資がどう役立つのかについて取り
上げます。世界が経験する景気後退は今回が初めてではありません。明日への備えを万全にするために、過去の不況時に各国が
食料安全保障をどう守ったのか、これまでの経験から学ぶことができます。 
 
■食料危機と金融危機 
　国際連合食糧農業機関（FAO）の食料価格指標は、2007 年半ばから 2008 年半ばにかけて平均で 52％上昇し、世界の飢餓人
口は 2007 年に新たに 7,500 万人増えました。食料価格は 2008 年 7 月から低下しはじめたものの、これを食料危機の終焉と
とらえることはできません。国際通貨基金によると、世界の穀物価格は依然として 2005 年比で 63％以上上昇しています。下
記のように、食料危機のそもそもの原因となった状況はいまだに続いているのです。

　　●農業生産性が低い 
　　●深刻な食料不安にある国の多くでは依然人口増加率が高い
　　●水利用と土地保有が大きな問題となっている
　　●洪水と干ばつの発生頻度が長期平均を上回っている
　　●農業研究開発投資は専門家の勧告水準を大きく下回り、貧困層にとって最も重要な農作物には振り向けられていない
 
　食料価格危機の後にやってきたのが世界不況です。不況によって賃金と雇用が減少しているため、貧困にある人々は今、2 つ
の危機に同時に直面しています。 
 
　さらに悪いことに、貧困層が食料危機対策として取ってきた方法の多くがすでに限界に達しています。たとえば、消費の落ち
込みによる影響を補うために資産を売却することは、すでに多くの資産を売ってしまっているため、難しくなっています。先進
国が不況に直面する中で、海外への出稼ぎも一層難しくなっています。金融市場が厳しさを増したため、消費に充てるための資
金もなかなか借りることができません。 
 
　外国からの直接投資や一次産品の輸出が減少することで、貧困国の失業は高まるおそれがあります。富裕国の経済見通しでは
開発援助や人道支援の減少が予測されています。 
 
　世界銀行によると、2008 年の途上国向け送金額は約 3,000 億米ドルでした。これは途上国全体の国内総生産の 2％にあたり
ます。これまで出稼ぎ労働者を多く受け入れてきた建設・製造部門を中心とした景気後退によって、途上国の農村や都市部に住
む貧困家庭への送金額が急激に減少しています。 

■最も弱い立場の人々を守る 
　長期的な農業開発援助については後に触れますが、明らかなことは、今支援を必要としているのは社会で最も弱い立場の人々
であるということです。以下にご紹介する公共政策を通じた支援は、危機の時であっても人々を飢餓や栄養不良による最悪の影
響から救うことができることを示しています。 
 
　　●飢餓への対応の最初のステップは、その内容、場所、状況を知ることです。食料価格の監視は、政府が国内や地域社会の
　　　どこで飢餓が発生しているのかを把握することに役立ちます。状況を知ることで、最も影響を受けている人々にセーフティ
　　　ネットを提供することができます。選択肢としては、食料配給計画、現金給付制度、各種給食プログラム、雇用計画など
　　　があります。

　　●飢餓対策のための社会計画は状況に応じて慎重に行う必要があります。たとえば、食料市場が機能しており、食料の購入
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　　　能力を高めることが目的の場合は、現金給付や食料配給券（フードスタンプ）によって食料が得やすくなります。一方、
　　　辺境地域や地域や戦争で荒廃した地や戦争で荒廃した地域など、食料市場が機能していない場合には、直接的な食料支援
　　　や「フード・フォー・ワーク」（労働の対価としての食糧支援）の実施が適していると考えられます。 
 
　　●「生産的セーフティネット」も重要な役割を担うことができます。たとえば、マラウイとエチオピアでは、種子と肥料の
　　　購入に対する補助金や農作物保険に対する斬新な取り組みが、すでに社会保護政策の一部となっています。 
 
　　●危機によって経済成長率が 4％低下した国は、子どもの栄養不良の割合が最大で 2％増加すると考えられます。子どもや
　　　妊娠中・授乳中の女性など弱者グループの微量栄養素欠乏に取り組むためには、食料計画は食事の多様性の維持・改善の
　　　ほか、微量栄養素の補助食品や強化食品の配給を目指す必要があります。年長の子どもに対しては学校給食プログラムが
　　　必要となる場合もあります。長期的な対策としては、良質の離乳食を生産する小規模食品産業の支援、母乳育児の支援推進、
　　　栄養教 育の充実、子どもの発育状況の把握などがあります。 
 
■農業への投資 
　2008 年の世界の穀物生産量は、約 22 億 4,500 万トンと過去最高を記録しました。これは年間の予測必要量を満たすに十分
な量であり、世界の在庫も控えめながら補充できる量です。しかし、この生産量の増加は先進国によって達成されたものです。
先進国では穀物価格の上昇が誘因となり、生産量が 11％増加しました。これとは対照的に、途上国ではわずか 1.1％の増加にと
どまりました。実際、中国、インド、ブラジルを除く途上国の生産量は 0.8％減少しました。 
 
　深刻な食料不安にある最貧困層の農民は穀物価格の上昇の恩恵を最も必要としていました。しかし、農業生産資材を手にする
ことができず、市場も利用できないために、こうした機会を生産拡大につなげることができませんでした。 
 
　途上国の農業支援には年間 300 億米ドルの投資が必要と FAO では推計しています。2015 年までに世界の飢餓人口を半減す
るという 1996 年の世界食料サミットの目標を達成するには、この程度の規模の投資が必要です。しかし、2007 年に富裕国の
農業支援に 3,650 億米ドルが投入されたこと、世界で毎年 1 兆 3,400 億米ドルが軍事費に充てられていること、そして 2008
－2009年という短期間に金融部門の立て直しに何兆ドルもの額が費やされていることを考えると、この投資額も低いといえます。 

　1年に 300億米ドル投資することで、年間 1,200 億米ドルの全体利益が生まれます。これによって、 以下のことが実現します。
　　●農村貧困地域の農業生産性が向上し、生活水準と食料安全保障が高まる 
　　●天然資源が開発・保全される 
　　●農村地域のインフラが拡充・整備され、市場アクセスが拡大する
　　●知識を創造し、普及する能力が強化される 
　　●セーフティネットや他の直接援助を通じて最貧困層が食料を得られるようになる 
 
　投資は官民双方で行われることが必要ですが、民間投資、中でも農民自身による投資を奨励、促進する重点を絞った公共投資
が特に必要です。たとえば、肥沃な地域に公道を作ることで同じ地域の民間投資に利益が生まれます。 
 
　2009 年には飢餓人口が新たに 1 億 500 万人増えると推定されていることから、現在の世界の栄養不良人口は 10 億 2,000
万人になります。つまり、全人類のほぼ 6分の 1が飢餓に苦しんでいることになります。 
 
　2009 年度の世界食料週間、世界食料デーにあたり、あらためてこうした数字とその背後で苦しむ人々に思いを寄せることが
大事です。危機の有無にかかわらず、私たちには飢餓に対処できる専門知識があります。また重要問題の解決に必要な資金を調
達する能力もあります。飢餓を危機的な問題ととらえ、解決できるよう共に協力していきましょう。FAO が 2009 年 11 月の開
催を決定した世界食料サミットは、飢餓の撲滅に向けて極めて重要な会合となるでしょう。 
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